
指導上の留意点
◆　評価
□　補説

１　英語であいさつをする。 ・　英語学習の雰囲気を作る。

２　教科書の内容について教師とのイン ・　教科書の内容について問答すること
　タラクションをはかる。 　により，前時までの学習の内容を想起

　させる。
３　本時のタスクを把握する。

4　紹介文に必要な表現を練習する。 ・　This / That is ～ . や She / He / It　
　    is ～ . の表現をパターンプラクティス

　を用いて練習させる。

５　紹介文を書くときのポイントを理解す ・　主語に注意させながら，英語で文章
　る。 　を書く際のポイントをおさえさせる。

６　紹介文を書くときのポイントに留意し，・　語順に注意しながら，まとまりのある
　紹介文を書く。 　文を書かせる。

７　書いた文をグループ内で読み合い， ・　４人グループで，書いた紹介文を読
　意見交換をする。 　み合い，意見交換をさせる。

８　意見交換をもとに，紹介文を書き直 ・　指摘をうけたところや，友達からヒント
　す。 　を得たことを生かして修正させる。

９　紹介文を読む練習をする。 ・　アイコンタクト，表情の工夫などを用
　いることの必要性に気付かせた上で，
　練習させる

10　書いた紹介文を発表する。 ◆　聞く人の気持ちを引きつけるよう，
　表現に工夫が見られるか。
□　再度，発表する際の注意点を解説
　し，練習の時間を与える。
◆　友達の発表を聞いて，その内容を
　理解できたか。
□　聞くときの注意点を与えながら理解
　を助ける。

11　次時の活動について確認する。 ・　家庭学習への意欲付けを図る。
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生徒の活動時間教授＝学習課程区分

Start

Greetings

Review

Grasping
Task

Practicing
Phrases

自分の好きなものを紹介しよう

Getting Skills

Writing
Sentences

Reading and
Discussion

Correcting
Sentences

Presentation

Practicing
Reading

Assignments

End

Aux.

No

Yes

1

2

3

4

5

6

7

8
8

9

10

11



　


